
李
通
玄
に
お
け
る
文
殊
菩
薩

の
思
想
と
周
易
思
想
と
の
交
流

小

島

岱

山

序

李
通
玄
の
思
想
は
教
体
論
と
し
て
は
三
聖
円
融
と

一
真
法
界
を
根
本

と
し
、
宗
趣
論
と
し
て
は
理
智
行
を
根
本
と
す
る
思
想
で
あ
る
と
要
約

で
き
よ
う
。

こ
の
立
場
か
ら

『
華
厳
経
』
を
眺
め
た
時
、
最
も
注
目
す

べ
き
菩
薩
の
ひ
と
つ
と
し
て
文
殊
菩
薩
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

論
文
で
は

『
華
厳
経
』
に
お
け
る
文
殊
菩
薩
の
思
想
が
申
国
固
有
の
思

想

で
あ
る
周
易
思
想
と
如
何
な
る
形
で
交
流
し
て
い
る
か
、
そ
の
様
相

の
一
端
を
李
通
玄
の
著
作
を
通
じ
て
論
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

東
北
方
清
涼
山
の
文
殊
菩
薩

『
新
華
厳
経
論
』
(以
下

『
新
論
』
と
略
称
す
)
巻
四
に
、
「何
が
故
に

文
殊
師
利
を
上
首
と
為
す
と
な
ら
ば
、
文
殊
師
利
を
蒙
を
啓
く
の
主
と

為
す
が
為
の
故
に
。
十
方
の
諸
仏
は
皆
な
文
殊
師
利
の
妙
徳
を
以
て
信

心
を
発
す
る
の
首
と
為
す
が
故
に
。
法
身
の
根
本
智
を
彰
顕
す
る
を
以

て
の
故
に
。
常
に
文
殊
師
利
を
以
て
果
前
の
信
と
為
す
」
(大
正
三
六
、

七
四
五
上
)
と
あ
り
、
又
、
『
新
論
』
巻
三
に

は
、
「
啓
蒙
発
明

の
首

な

る
が
為
の
故

に
小
男

と
為

す
」
(大
正
三
六
、
七
三
九
上
)
と
あ
り
、
さ

ら
に

『
新
論
』
巻
四
に
は
、
「
又
、
文
殊
が
東
北
方
の
清
涼
山

に
居
す

る
と
は
、
艮
の
卦
が
東
北
方
を
主
る
に
像
る
が
故

に
。
艮
を
小
男
と
為

し
、
童
蒙
と
為
す
。

文
殊
は
常
に
凡
夫
を
化
し
て
蒙
を
啓
き
て
見
性
せ

し
め
及
び
本
智
の
初
首
な

る
が
為

の
故

に
」
(大
正
三
六
、
七
四
五
中
)

と
あ
る
。

文
殊
菩
薩
は
東
北
方
の
清
涼
山
に
止
住
し
て
い
る
こ
と
、
又
、
啓
蒙

の
主
で
あ
り
、
信
心
を
発
す
る
の
首
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
李
通

(
1
)

玄
は

『周
易
』
「説
卦
伝
」
中
の
、
「
艮
は
東
北

の
卦
な

り
」
「
艮
は
三

索
し
て
男
を
得
、
故
に
少
男
と
謂
う
」
と
い
う
文
を
援
用
し
て
、
自
己

の
文
殊
理
解
を
よ
り
閾
明
な
も
の
に
し
よ
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。

艮
の
卦
を
童
蒙
と
為
す
と
い
う
の
は
李
通
玄

の
独
創

で
あ

る
。
少

(小
)
男
と
は
末
子
の
こ
と
で
、
蒙
を
啓
い
て
行
く
順
序
が
長
男

よ
り

後
で
あ
る
か
ら
、
先
に
蒙
を
啓
く
体
験
を
し
て
い
る
長
男
を
果
後

の
行

人
と
し
て
の
普
賢
菩
薩
に
当
て
、
遅
れ
て
蒙
を
啓

く
末

子

(少
男
)
を

果
前
の
信
人
と
し
て
の
文
殊
菩
薩
に
相
当
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

李
通
玄

に
お
け

る
文
殊
菩
薩

の
思
想

と
周
易
思

想
と

の
交
流

(
小

島
)
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李
通

玄
に
お
け
る
文
殊
菩
薩

の
思
想

と
周
易
思

想

と
の
交
流

(
小

島
)

さ
ら
に
文
殊
菩
薩
の
止
住
す
る
東
北
方
に

つ
い
て
検
討

し
て
み
る

と
、
『
新
論
』
巻
三
に
、
「東
北
方
を
主
る
を
艮
の
卦
と
為
す
。
艮
を
小

男
と
為
し
、

又
、
山
と
為
し
、
石
と
為
す
。
丑
寅
の
両
間
に
在
る
は
、

平
旦
の
創
明
に
は
暗
相
已
に
無
き
も
日
光
の
未

だ
著

わ
れ
ざ
る
を
表

す
。
啓
蒙

の
首
と
十
住
の
発
心
に
創
め
て
道

を
見

る
に
像

る
」
(大
正

三
六
、
七
三
九
上
)
と
あ
り
、
又
、
『
新
論
』
巻
十
四
に
は
、
「法
を
表
わ

さ
ば
、
東
北
は
是
れ
艮
の
卦
な
る
を
明
す
。
艮
を
小
男
と
為
し
、
童
蒙

と
為
す
。
丑
寅
の
間
は
是
れ
初
明
な
る
が
故
に
、
文
殊
師
利
に
像
る
。

常
に
凡
夫
が
正
信
に
入
り
、
及
び
初
め
て
道
を
見
る
の
童
蒙
を
し
て
妙

慧
を
明
ら
か
に
生
ぜ
し
む
る
を
発
起
す
る
を
以
て
の
故
に
。
又
、
山
の

頂
に
鐙
り
、
相
の
尽
る
処
に
至
る
が
如
き
が
故

に
。
初
め
て
正
信
に
入

る
が
如
き
者

は
創
め
て
諸
法
の
空
な
る
こ
と
を
信

ず

る
を
明
す
が
故

に
。
能
く
法
空
を
信
ず
れ
ば
妙
慧
生
ず
る
が
故

に
。
丑
は
初
信
の
如
き

を
以
て
、
寅

は
初
め
て
道
を
証
見
す
る
が
如
き
を
以

て
の
故

に
」
(大

正
三
六
、
八
一
四
上
)
と
あ
り
、
さ
ら
に

『
新
論
』
巻

四
に
は
、
「
子
を

仏
位
と
為

し
、
丑
を
十
信
と
為
し
、
寅
を
十
住
と
為
し
、
卯
を
十
行
と

為
し
、
辰
を
十
向
と
為
し
、
巳
を
十
地
と
為
し
、
午
を
等
覚
と
為
し
」

(大
正
三
六
、
七
四
五
中
)
と
あ
る
。

こ
こ
に
は

『
周
易
』
の
思
想
の
ほ
か
に
陰
陽
五
行

(
+
二
支
と
方
位
)

の
思
想
と

の
交
流
も
見
ら
れ
る
。
十
二
支
と
方
位
と
で
言
え
ば
、
艮
の

卦
は
東
北
で
あ
る
の
で
丑
と
寅
の
間
に
艮
の
卦
は
位
置
す
る
こ
と
に
な

る
。
文
殊
菩
薩
は
東
北
方
に
止
住
し
て
い
る
の
で
丑
と
寅
の
間
に
存
す

る
わ
け
で
あ
り
、
従

っ
て
十
信
と
十
住

の
間
に
あ

っ
て
へ
し
か
も
両
位

に
関
係
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
文
の
範
囲
で
文
殊
の
信
の
内
容
を
言
え
ば
、
信

と
は
諸
法
の
空
な
る
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
太
陽
の
ま

だ
出
現
し
な
い
時

の
平
旦

(夜
明
け
)
の
明
さ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
信

の
段
階
が
進
み
そ
の
結
果
と
し
て
初
住

の
位
に
於
て
は
文
殊

は
、
諸
法
は
空
な
る
存
在
で
あ
る
と
の
妙
慧
を
体
解
証
得
す
る
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
は
太
陽
が
出
現
し
て
、
道
を
は

っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
ご
と
き
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

文
殊
菩
薩
は
十
信
位
に
お
い
て
は
正
信
の
初
首
、
啓
蒙
発
明
の
初
首

で
あ
り
、
十
住
の
初
心
に
お
い
て
は
法
身
無
相
の
妙
慧
を
体
解
証
得
す

る
菩
薩

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
身
無
相
の
妙
慧
と
は
、
善

能
く
邪
正
を
簡
択
す
る
法
身
無
相
の
妙
慧
と
も
言
わ
れ
、
空
観
に
裏
打

ち
さ
れ
た
分
別
心
、
即
ち
無
分
別
の
分
別
心
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
法
身
無
相

の
妙
慧
と
は
文
殊
師
利
の
本
質
的
性
能
を
表
わ
す
言
葉

で
あ
る
。

な
お
引
用
文
中
に
、
文
殊
は
法
身
の
根
本
智
を
彰
顕
す
と
か
、
本
智

の
初
首
な
る
が
故

に
と
か
あ
る
が
、
文
殊
は
根
本
智

(毘
盧
遮
那
仏
)
の

体
で
あ
る
の
で
、

こ
の
引
用
文
の
意
味

は
、
文
殊

は
根
本
智

(本
智
)

を
初
信
の
段
階
よ
り
顕
わ
し
出
し
て
行
く
菩
薩
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
李
通
玄
は
時
に
は
文
殊
と
毘
盧
遮

那

仏
と
を
同

一
視

し

て
、
文
殊
の
こ
と
を
法
身
無
相
の
根
本
智
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
る
。
ち
な
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み
に
、
十
信
位
中
の
根
本
智

の
体
を
特
に
不
動
智
と
言
う
。
さ
ら
に
、

引
用
文
中
に
、
「
山
と
為
し
、
石
と
為
す
」
と
あ

る
が
、

こ
れ
は

『
周

易
』
「説
卦
伝
」
の

「
艮
を
山
と
為
し
、
径
路
と
為
し
、
小
石
と
為
し
」

の
文
に
基
づ
く
。

東
方
金
色
世
界
の
文
殊
菩
薩

十
信
の
位
は

『
八
十
巻
華
厳
経
』
の
第
二
会
、
普
光
・法
堂
会

の
六
品

の
経
、
即

ち

「
如
来
名
号
品
」
「
四
諦
品
」
「
光
明
覚

品
」
「
菩
薩
間

明

品
」
「
浄
行
品
」
「
賢
首
品
」
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
六
品
の
経

の
中
心
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
菩
薩
が
文
殊
菩
薩
で
あ
り
、
経
の
中
で

は
東
方
の
金
色
世
界
に
止
住
し
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
意

味
で
は
十
信
の
位
の
文
殊
師
利
は
東
方
の
方
位
の
菩
薩
と
し
て
勘
案
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

文
殊
は

「
菩
薩
住
処
品
」
に
は
東
北
方
に
止
住

す
る
と
あ
り
、
又
、
『
周
易
』
の
艮
の
卦
の
内
容
と
十
信

の
位

の
文
殊

の
性
質
と
が
偶
然
で
は
あ
る
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
又
、(

2
)

李
通
玄
は
普
賢
菩
薩
は
東
方
に
止
住
し
て
い
る
と
見
倣
し
て
い
る
こ
と

等
か
ら
、
十
信
位
の
文
殊
に

つ
い
て
も
東
北
方
の
位
の
菩
薩
と
し
て
李

通
玄
は
取
り
扱

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
第
二
会
の
文
殊
は
東
方
の
金
色
世
界
に
止
住
し
て
い

る
こ
と
も
又
事
実
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
『新
論
』
巻
四

に
、
「
文
殊
師
利
と
同
じ
く
東
方
に
在
り
と
は
、
法
身
智
身
、

理
事
、

お
の

体
用
は
本

よ
り
自
ず
か
ら

一
な
る
が
為
の
故
に
、
本
よ
り
無
二
な
る
が

故
に
」
(大
正
三
六
、
七
四
五
中
)
と
あ
り
、
又
、
「普
賢
と
倶

に
東
方
に

在
り
と
は
、
東
方
は
卯
の
位
な
り
。
卯
を
震
の
卦

と
為
す
。
震
を
長
男

と
為
す
。
又
、

日
が
出
つ
れ
ば
東
方
は
春
陽
に
し
て
明
を
発
し
、
物
と

し
て
生
ぜ
ざ
る
は
無
く
、
物
と
し
て
照
さ
ざ
る
は
無
き
に
像

る
。
理
智

双

つ
な
が
ら
徹
し
て
体
は

一
に
し
て
無

二
な
る
を
表
わ
す
L
(大
正
三

六
、
七
四
五
中
)
と
あ
る
。

文
殊
が
本
来
普
賢
の
止
住
す
る
方
位
と
さ
れ
て
い
る
東
方
に
も
存
す

る
の
は
、
理
智
、
理
事
、
体
用
の
無
二
な
る
こ
と
を
言
い
表
わ
さ
ん
が

た
め
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
普
賢
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
点
で
の
み
文

殊
も
東
方
の
方
位
に
位
置
す
る
も
の
と
李
通
玄

は
理
解
し
て
い
る
。

な
お
東
方
は
震
の
卦
で
あ
る
が

『
周
易
』
「
説
卦
伝
」
に
は
、
「震
を

ふ

雷
と
為
し
、
竜
と
為
し
、
玄
黄
と
為
し
、
勇

(花
の
通
名
、
震
は
季
節
で

だ
い
と

は
春
だ
か

ら
)

と
為

し
、

大

塗

(
大
路

の
こ
と
で
万
物

の
初

め
て
生

ず
る
路
)

と

為

し
、

長

子

と
為

し
」

と
あ

る

こ
と

か

ら
引

用

文

の

「
日
が

出

つ

れ

ば

東

方

は
春

陽

に

し

て
明

を

発

し
、

物

と

し

て

生

ぜ

ざ

る

は
無

く
」

の

文

と
な

っ
た

と
思

わ

れ

る

が
、

「
発

明

」

と
、

前

述

し

た

「
啓

蒙

」

と

の
間

に

は

一
脈

通

ず

る
も

の
が

あ

り
、

こ

の

こ
と

な

ど
も

普

賢

と

文

殊

と

の
無

二

な

る
有

り
様

を

象

徴

し

て

い

る
表

現

と
言

え

よ
う
。

1

『
周
易
』

の
原
文

は
、
本

田
済

『
易
』
(
新
訂
中
国
古
典
選
、

朝

日
新

聞

社
)

の
テ
キ
ス
ト
が
優
れ

て
い
る
。
唐
代

の
李
通
玄
が
見
た

『
周
易
』

に

最
も
近

い
。

2

『
新
論
』
巻
四

に
、
「
普
賢
菩
薩

は
常

に
東
方
宝
威
徳
上
王
仏

の
所
に
居

す
」
(
大
正

三
六
、

七
四
五
上
)

と
あ
る
。

(
華
厳
学
研
究
所
主
任
研
究
員
)

李
通
玄
に
お
け
る
文
殊
菩
薩

の
思
想
と
周
易
思
想
と

の
交
流

(
小

島
)
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